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性被害の実態と中学生の性に関する悩みや不安 
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Weinvestigatedsexdamagetotheuniversitystudent・andconductedquestionpaperinvestigationabout

theuneasinessandthetroubleaboutasexfOrthesecondgraderofajuniorhighschool,andanalyzedtheresulL

Thepercentageofacollegestudent1ssexdamageexperienceis34.6％，ａｎｄｔｈｅｒｅｗａｓｎｏdifferencebetween

menandwome､However,femalestudents'（65.4％）sexdamageexperienceratewasintentionally（P＜005）

higherthanthejuniorhighschoolstudentboy(346％).Thejuniorhighschoolstudentwhohastheexperience

onwhichconsultedwiththeYOgoteacherwas３．０％afterentranceintoaschooLThecontentsonwhichthe

juniorhighschoolstudentconsultedwiththeYOgoteacherwerethefOllowingcontentsHumanrelationswitha

friend,asenior,etc・ａｒｅ３．０％,ＣＯ､sultationofthebodyare2,4％,andactivityofanafterschoolare2.1％．
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より改訂された学習指導要領が施行されている．それ

によって，小学校で第二次性徴を取り扱う学年が５年

生から４年生に下がり，中学校でエイズと性感染症を

取り扱うことなどが明記された．このことから，近年

性教育が進展してきていると考えられる．

しかし村木3)が行なった，小中学校の義務教育諸

学校で使用されている教科書の体育保健科や生物学に

記載の「性及び性差」に関して，用語の分析と学校現

場の担当教諭からの聴き取り調査によると，小学校で

は，「保健分野の５．６年生用は３．４年生用と比較して

性に関する記述は極めて少ない．３．４年用で生物学と

心理学的内容が取り上げられているが，児童の発達の

実態に対応しておらず改善の余地がある」と指摘し

中学校では，「保健体育の分野で，主として１年生の

扱いで生理学的記述が多く，２年は「環境」であり，

性の学習内容は扱われておらず，３年では「性感染症

とエイズ」で，’性差を図表として扱う程度であり性

の心理学的内容も少ない」と述べている．このことか

ら性教育に関連する学習指導要領，性教育カリキュ

ラムのざらなる改善が必要と考えられる．

また，小学校・中学校・高等学校を対象とした本多

らⅢの研究から，避妊方法の性教育の実施については，

１．はじめに

近年，インターネットや携帯電話・マスメディアな

どの発達により，性に関する情報が氾濫する中で，子

ども達の性に関する価値観も多様化複雑化している

そして，それに伴い，薬物乱用，‘性感染症，１０代の人

工妊娠中絶性被害の低年齢化など，性に関する健康

問題も深刻化している．

そのような性の問題に対応するために，学校現場に

おいては，文部科学省')の「人間の性を人格の基本的

な部分として生理的側面，心理的側面，社会的側面な

どから総合的にとらえ，科学的知識を与えるとともに

児童生徒等が生命の大切さを理解しまた，人間尊重，

男女平等の精神に基づく正しい異`性観をもち，望まし

い行動をとれるようにすることによって，人格の完成，

豊かな人間形成に資すること」を目的とした性教育が

行われてきた．また,2005年の日本性教育協会2)の調

査では「学校での性教育については，ここ数年間の

うちに性交や避妊方法をはじめとして従来より踏み込

んで教えられるようになってきている」と述べられて

いる．具体的には。この調査が実施される数年間に学

習指導要領が改訂され，小・中学校では2002年４月
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学校教育のみが最も多く，男性・女性ともに80％を

超えているのに対し，家庭ではｌｏ％前後と，非常に

低いことが明らかになっている．しかしながら，子ど

も達が抱える性に関する悩みや不安に対処するには，

家庭での教育も不可欠である．そのため，子どもの発

達段階に応じた指導内容を精選し学校と家庭，地域

が連携して性教育を充実させていく必要があると考え

られる．

そのような中で，養護教諭は，その専門性を生かし

子ども達の心身両面にわたる相談や学級担任・教科担

任と連携しての性教育の実施が期待されている．現状

として，１校につき養護教諭は一人であることが多く，

授業を行うにあたっては，保健室を空けることになる

ため他の教員の支援なしでは性教育を行うことは難し

いしかしながら，日常の健康観察や健康相談活動と

して，早期に生徒の性の問題を把握し対処することは

重要な役割と考えられる．特に性への関心が高まり，

性被害の影響が大きい思春期においては早期の対応力

が養護教諭に期待される．

よって必要となる性に関する実態調査であるが，こ

れまで，小西5)小西6)の研究において，大学生の性被

害調査は行われているが，高校生に焦点を当てたもの

は少ない7)．また，これまでの中学生を対象とした性

に関する悩みや不安の調査によると，秋田ら8)の研究

で，中学生期の性に関する悩みや不安で最も多かった

のは「身長」で，次いで「体重」「にきび」の順であ

り，「正しいポデイイメージが持てるよう学校や家庭

での配慮や身長・体重の評価を行わないことが重要で

あり，特に養護教諭は健康診断を行う立場であるため，

専門的知識からアドバイスしていくことが期待され

る」と述べられている．ざらに相談状況では，「友

だち」が最も多く，「学校の先生」「養護教諭」に相談

する者は１割で，相談相手として教員の存在感は低い

傾向が明らかとなっている．

また，性に関する意識調査はあるものの，中学生の

性被害に関する調査は少ない2)．やはり，中学生とい

う心身ともに発達が著しい思春期に性を取り上げた

調査は子ども達を刺激してしまい，性行動に何らかの

影響が出てしまう恐れがあるからだろう．しかし，性

に関する問題は「低年齢化」傾向にあい中学生期で

も性被害にあったい性に関する悩みや不安を抱えて

いると考えられる．日本性教育協会2)によると，中学

生の`性被害については,２００５年の調査で男子よりも女

子の方が被害経験率が非常に高く，特に「露出行為」

で約5倍，「性的強要」で2倍，女子の方が高くなって

いる．

以上のような性被害の現状を受けて，今回，中学生

期の性被害の特徴，性に関する悩みや不安の実態等を

明らかにし，養護教諭としての適切な支援に繋げるた

め，調査を行い分析した．

2．研究方法

１，調査方法および調査内容

l）調査期間：平成20年１０月中旬～１１月下旬

2）調査対象：調査についての協力が得られたＫ市の

中学校に在籍する第２学年の生徒333名（男子156名，

女子175名，無記入２名）とＫ大学生教育学部117名，

工学部26名，理学部10名，計153名（男性63名，女

性90名）である．

3）調査方法：大学教員及び，中学校の学校長および

養護教諭に対し調査内容の説明を行い本研究への協力

を求め同意を得た

大学生については，選択肢法・自由記述法を使用し

た無記名の質問紙調査票を配布し，後日回収する留め

置き法をとった．中学生については，選択肢法・自由

記述法を使用した無記名の質問紙調査票を担任が一斉

に配布・回収した

4）調査内容

(1)大学生調査

小西5)の質問紙の選択肢を－部修正して用いた調

査項目は，所属学部，年齢，性別，小学校入学前から

今までの性被害の８種類の経験について５項目（①性

被害を受けた相手，②性被害を受けた時期，③性被害

を受けた場所，④性被害を受けた時の気持ち，⑤性被

害を受けた時の相談相手）それぞれについて選択肢か

ら－つ選択，性に関する悩みや不安で養護教諭に相談

できる項目（①身長・体重，②男女交際，③二次性徴，

④性的接触，⑤妊娠，⑥性的な嫌がらせを受けた時，

⑦その他，⑧養護教諭には相談できない）を複数選択，

性に関する悩みや不安があった場合どのような養護教

諭であれば相談しやすいかについての自由記述である．

さらに質問紙に対する感想・意見を自由記述で求め

た．

(2)中学生調査

秋田ら8)の行なった質問紙を参考に中学生用質問紙

を作成した項目は，クラス，性別，養護教諭に相談

した経験の有無とその内容（①身体，②勉強・成績，

③進路，④部活動，⑤友人，先輩，後輩，との関係，

⑥男女交際，⑦心のイライラに関すること，⑧その

他）を複数選択，性に関する悩みや不安を相談する相

手（①友達，②先輩・後輩，③家族，④担任の先生，

⑤保健室の先生，⑥その他，⑦誰にも相談しない）を

複数選択，性に関する悩みや不安で養護教諭に相談で

きる項目（①身長・体重，②男女交際，③二次性徴，

④|生的接触⑤妊娠，⑥性的な嫌がらせを受けた時
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⑦その他，⑧養護教諭には相談できない）を複数選択，

性に関する悩みや不安の解決方法（①教科書・授業，

②インターネットで調べる，③出会い系サイトの利用，

④テレビ・ビデオ・ラジオ，⑤雑誌・本・マンガ，⑥

病院・カウンセラーなどの専門機関⑦その他，⑧誰

にも相談できない性に関する悩みや不安はない）を複

数選択で求めたさらに質問紙に対する感想・意見

を自由記述で求めた．

5）倫理的配慮

中学生に対しては，担任から本研究の目的及び調査

内容について説明を行い質問紙調査票の冒頭に研究

のための資料であること，個人の成績や評価に影響す

るような不利益は発生しないことを記載した．大学生

に対しては，調査の前に本研究の目的及び調査内容を

説明し質問紙に研究のための資料であり，個人は特

定されず，－部または全部を無回答で提出しても不利

益は生じないことを記載した．また，大学生調査票は，

封筒に入れて渡し，後日回収する形式をとり，回収に

ついても，封筒に入れた状態で回収した．

２，分析方法

各質問項目については，全体及び男女の単純集計を

行い，大学生調査の性被害とその相手・時期・場所・

気持ち・相談対象については各項目間の関連について

クロス集計を行い，カイニ乗検定を用いて１％及び

5％の危険率で有意差の判定を行った統計処理には

Excel統計2006を用いた「性に関する悩みや不安が

あった場合どのような養護教諭であれば相談しやすい

か」への自由記述は，キーワードを抜粋し，カテゴ

リー分けをして分類・集計した．

３，用語の操作的定義

(1)性被害：「言葉による嫌がらせ，性器をわざと見

せられた，無理やり体等を触られた，無理やり抱きつ

かれた無理やりキスされた，無理やり性器を触られ

た，したくないのに性交されそうになった，したくな

いのに性交された．の８種類の経験」を性被害とする．

表３年齢構成

表４性別構成

性別人数害Ⅱ合(％）

男性６３４１２％

女性９０58800

合計１０００００

表５学部と性別の構成

男性 女性

人数割合(％）人数害11合(牝）

８０ ８８．９％教育学部 ５８．７％

理学部 11.100

7.8％３０．２，工学部

合計６３1000%’９０1000％

表ｌに示す通り，質問紙調査票は２１０部配布し回

収率73.8％であり，有効回答部数153部，有効回答率

は98.7％であったまた対象者の属性は，表２～表

5に示す通り，教育学部が76.5％，２０歳と２１歳で約

85％，やや女子が多く５８８％であった

表６性被害経験の有無

性被暫経全体(､-153）男性(､-63）

験人数割合(咄）人数p合(船）人散Ⅳ合船
り
５３３４６、２５２５２８、ｓ

５

４，、

１３、５００、ｎｓ
、

合8＋１５１０００、検定Ｔ１２厘もし

表７性被害を受けた時期

女性男女の有全体の有
人数御1台(船）人数忍1台(96）人数源１台船画遅迂差

■噛葬■ロ０，．．
口Ｆ万五 ７５０、中中

ご玉万五 ６５４、＊

R灘WＵア２４，．．
台8＋１０５ⅡＩ検定ｐＤＤ１

3．結果および考察

Ｌ‘性被害の実態に関する大学生調査

1）質問紙の回収について

表ｌ大学生の質問紙調査票の回収結果

表６の通り，大学生の性被害経験の割合は，34.6％

で男女間での有意差はなく，性別の違いはほとんどな

かった．また，表７の通り，中学生期は，全体の

248％で，女子が有意（Ｐ＜005）に多く，男子

(34.6％）より女子（65.4％）の方が，‘性被害に遭っ

ていた．

配布部数 回収部数 回収率
有効回答
部数

有効回答

率
２１０１５５７３．８００１５３９８．７％

表２学部構成

学部人数割合(％）

教育学部１１７７６５００

理学部６５ｍ

工学部１７０％

合計１０００％

年齢(歳） 人数 割合(％）
1８ １ 0.7％

1９ 1８ 11.8％

2０ 6６ 43.1％

2１ 6５ 425％

2２ ２ 1.3％

2３ １ 0.7％

合計 1５３ １０００％

性別 人数 割合(％）

男性 6３ 41.2％

女性 9０ 58.8％

合計 1５３ 100.0％

学部
男性

人数 割合(％）

女性

人数 割合(妬）

教育学部 3７ 58.7％ 8０ 88.9％

理学部 ７ 11.1％ ３ 3.3％

工学部 1９ 30.2％ ７ ７８％

合計 6３ １０００％ 9０ １０００％

性被害経
験

全体(､=153）

人数 割合(船）

男性(､=63）

人数 割合(船）

女性(､=90）

人散 割合(％）

男女の有愈
運

全体の有愈
運

経験あり
(､=53）

経験なし
(､=98）

未配入
(､=2）

5３

9８

２

34.6％

64.1％

１３％

２５

3７

47.2％

37.8％

500％

2８

6１

528％

62.2％

5000ｂ

ｎ.ｓ，

、.ｓ、

、.ｓ、

、.ｓ、

合計 1５３ 100.OOb

時期
全

人数

体

割合(％）

男性

人数 割合(“）

女性

人数 割合(％）

男女の有
意差

全体の有
愈差

小学校
入学前

小学校

中学校
中学校
卒典以降

2０

2６

5８

1.0％

1９ 0％

2４ 8％

5５ 2％

５

９

1６

100.096

25.0％

34.6％

27.6％

0

1５

1７

4２

0.0％

75.0％

65.4％

724％

、.ｓ、

＊＊

＊

＊＊

ｎ.Ｓ

合計 1０５ 1００

配布部数 回収部数 回収率
有効回答
部数

有効回答
率

210 1５５ 73.8％ 1５３ 98.7％

学部 人数 割合(％）

教育学部 1１７ 76.5％

理学部 1０ 6.5％

工学部 2６ 17.0％

合計 1５３ 100.0％
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表８性被害の項目ごとの回答人数と割合(複数回答） 表１１大学生にとって養護教諭に

相談できる項目(、＝153）

性的嫌が
らせ

１５．７､ロ

相談できな
い

１７．６００
ｘご検定＊*Ｐ<００１中Ｐ<００５，５．打庖埜なし

また性被害を受けた時の相談対象については，表

１０の通り「相談しなかった」経験者が1000％と最も

多かったが実際には友だち・家族への相談が多く，

担任や養護教諭は合わせて7.6％に留まった．そして

中学生期も同様に被害を受けても誰にも相談しない

傾向があい特に養護教諭など「教師」に相談しに

くいと考えられた表１１の通り，大学生にとって養

護教諭に相談できる項目は「身長・体重」「二次性徴」

など身体に関することであり，次いで「男女交際」も

上位に挙げられた．さらにどのような養護教諭に相

談できるか問うた自由記述には，「秘密厳守」などの

｢養護教諭の対応」に関しての記述が多く（55.8％）

見られた．

表９中学生期における性被害と受けた相手(加害者）

の関連(複数回答)(人）

■■■■■■■■■■￣
篦■■■■■■■■■■■■■■■■
,⑬■■■■■■■■■■■■■■

埠桝■■■■■■■■

表８の通い性被害の項目では「性器をわざと見せ

られた経験」「無理やりお尻を・胸・背中など体を触

られた経験」「無理やり抱きつかれた経験」が多く，

これらは経験者の35.8％を占めていた中学生期は，

表９の通り「性器をわざと見せられた経験」「無理や

り性器を触られた経験」が多く，その相手（加害者）

は，それぞれ「知らない人・変質者」「友だち」が多

かったまた被害にあった場所は学校や通学路が多

く，学校内での指導及び校区内の安全対策を行うこと

が重要だと考えられた

２中学生の性に関する相談についての中学生調査

l）質問紙の回収について

表１２中学生の質問紙調査票の回収結果

配布回収 回収率有効回答有効回答
■。 ■６

３６０３３３９２５，０ ３３１９９４００

表１３中学生の性別割合

性別人数害11合(％）

男子１５４４６５００

女子１７７５３５００

合計３３１100000表10性被害を受けたときの相談対象(複数回答）

全体(､=53）中学生期(､=26）
相談対象

人数割合(％）人数害11合(％）

友たち２５47200６２３１００

先輩後達４７５００00000

右人２３８ｏｏＯＯＯｏｏ

家族１３２４５CＯ５１９２００

表１４中学生が養護教諭に相談した経験の有無の割合

函－■E存忘一石……－＝ﾛ祠圃■男護祷誇雫
男女の有男女全体

ロ－－－－－回可ﾛロ

X2検定＊Ｐ<００５，５.有怠登なし

5.7％ 7.7,0担任の先生 表１４の通り，中学入学後，養護教諭に相談した経

験があるのは6.6％であり，男女間では女子が有意

(P<００５）に多く，男子（45％）より女子（85％）

の方が相談経験率が高かった

表１５の通り，性に関する悩みの相談対象としては，

｢友だち」が517％と最も多く，次に「家族｣36.3％と，

中学生にとって「友だち」や「家族」の果たす役割は

000,養護教諭 １９Ｄｐ ＯＯ０Ｄ

漂鑿なｗ■、■■回
その他 一一一

1.9､ロ

性被害の項目
全体(､=53）

人数 創合(船）

男性(

人数

､=25）

割合(飴）

女性Ｉ

人数

､=28）

割合(船）

男女の有意
蓬

全休の有意
蓬

甘藁による性的な嫁がら
せの経験

性器をわざと見せられた
経験

無理やりお尻･胸･背中な

ど体を賎られた経験

無理やり抱きつかれた経
険

無理やりキスをされた経
険

無理やり性器を触られた
経験

したくないのに性交されそ
うになった経験

したくないのに性交された
経験

1８

1９

1９

1９

４

９

４

４

34.0％

358％

35.8％

35.8％

7.5％

17.0％

7.5％

7.5％

４

４

８

1３

２

５

１６０％

16.0％

32.0％

52.0％

８０％

20.0％

４０％

４０％

1４

1５

1１

６

２

４

３

３

500％

53.6％

39.3％

21.4％

7.1％

14.3％

10.7％

10.7％

＊＊

*＊

、.ｓ、

＊

、.ｓ、

、.ｓ、

、.ｓ、

、.ｓ、

ｎs．

項目 人数 割合(％）

身長･体重 1００ 65.4％

男女交際 5０ 32.7％

二次性徴 5６ 36.6％

性的接触 1７ 11.1％

妊娠 3５ 22.9％

性的嫌が
らせ

2４ 15.7％

相談できな
い

2７ 17.6％

生被害の内薯 回答人数 友だち 先輩･後殴 恋人 家族 学校の先生 その他

言葉による

性的な嫁が
らせの経験

３ ２ 0 0 0 0
学校の同級
生

性器をわざ
と見せられ

た経験

６ 0 0 ０ ０ ０ ６

知らない人、

見知らぬ人、

知らないおじ

さん.変質者
無理やりお

尻･胸･背中

など体を触
られた経験

３ 0 ０ 0 0
他人、じゆく
の先生

無理やり抱

きつかれた
経験

２ ０ 0 0 ０ 変質者

無理やりキ

スをされた
経験

３ ２ 0 ０ 0 ０

無理やり性

器を触られ
た経験

６ ５ 0 0 0
知らないお

じさん

したくないの

に性交され
そうになった
経験

２ 0 0 0 0

したくないの

に性交され
た経験

0 ０ 0 0 0

配布
部数

回収
部数

回収率
有効回答
部数

有効回答
率

360 333 92.5％ 331 99.4％

性別 人数 割合(％）

男子 1５４ 46.5％

女子 1７７ 53.5％

合計 3３１ １０００％

相談対象
全体(､=53）

人数 割合(％）

中学生期(､=26）

人数 割合(％）

友だち 2５ 472％ ６ 23.1％

先輩･後輩 ４ 7.5％ ０ 0.0％

恋人 ２ 3.8％ 0 0.0％

家族 1３ 24.5％ ５ 19.2％

担任の先生 ３ 5.7％ ２ 7.7％

養護教諭 １ 1.9％ ０ ００％

相談しな
かつた

5３ １０００％ 1５ 57.7％

その他 ３ 5.7％ １ 3.8％



5９性被害の実態と中学生の`性に関する悩みや不安

表１５中学生の相談相手別に見た全体､男女の比較

（複数回答）

表１７の通い性に関する悩みや不安の解決手段に

ついては，「誰にも相談できない性に関する悩みや不

安はない」が69.8％，次いで「雑誌・本・マンガ」が

９１％，「インターネット」が8.2％であった．このこ

とからマスメディアからの情報が問題解決に用いら

れやすいため，学校教育や家庭教育で子どもに情報判

断能力を身につけさせることが必要と考えられた．さ

らに，解決手段として「専門機関」や「教科書・授

業」と回答した者もおり，専門機関との連携や教員同

士の共通理解と協力で生徒に役立つ性教育を行う必要

があると考えられた．

全体（－１）男子(Ｆ１54）女子(FI77）

回書蛍l鮪|回警政l鮪1圖讐数|鮪
友たち１７１５１（６３４０９％１０８６１０％拝

先輩後輩１６４８％７４５％ｇ５１Ｈｎｓ

家族１２０３５３％３７２４０％８３４６卯幹

担仔の先生８２４％３１９％５２８％ｎｓ

壬鍾鍾唾１０３０％４２鴎６３４％ｎｓ

その他５１５％３１脇２１１％ｎｓ

鯲繍醸し｜’"|…｜“|…｜‘１１…Ｉ
Ｘ2検定＝P<001,.s・有な差なし

表１６中学生が養護教諭に相談した内容別に見た全

体･男女の比較(複数回答） 3．中学生期の性被害と中学生への支援について

今回の大学生を対象とした質問紙調査では，性被害

経験者の割合は，36.6％だった．また被害経験率は男

女において有意差はなく，経験者における性別の違い

はほとんどないと考えられた．全体的に性被害経験は

少ないという結果であったが，全国的にみても少年の

性被害は青少年白書9)からわかるように平成１８年度

の調査に比ぺ，平成１９年度は8.6％減少していた．こ

のことから，レイプ事件などの司法判断などが厳しく

なってきていることが被害の減少に繋がっていると推

測される．しかし年間に5000件を超える少年への

性犯罪が発生しているため，未だに少年への性犯罪は

深刻な状況と考えられる．

また，どのような養護教諭に相談できるかについて

の自由記述では，「秘密厳守」などの「養護教諭の対

応」に関しての記述が多く（55.8％)，養護教諭の対

応能力が求められていると考えられる．特に，思春期

の子どもにとって相談できるのは信頼関係がある人で

あるため，子ども達との日頃からのコミュニケーショ

ンが大切であると言える．さらに今回の調査で，男

性から，「同性の教諭」の意見もあり，男性の養護教

諭の必要性も考えられる．

大学生の性被害調査から分かる，中学生期の性被害

経験者の割合は，24.8％だった．経験者の男女間では

女子が有意（Ｐ〈0.05）に多く，中学生期は男子より

女子の方が性被害にあっていると言える．またその

特徴は，被害の種類としては「性器をわざと見せられ

た経験」「無理やり性器を触られた経験」が多く，被

害を受けた相手（加害者）が「知らない人・変質者」

と「友だち」が多かった加害者と相談対象は関係な

く，加害者が誰であっても誰にも相談しない傾向があ

り，また，被害が深刻になればなるほど相談しない傾

向が窺え，特に，養護教諭など「教師」には相談しに

くいと考えられた．また，被害にあった場所は学校や

通学路が多く，学校内での指導および校区内の安全対

策を行なうことが重要だと考えられる．さらに傷つ

全体(､=331男子(、５４女子(、７７
二目Ｈ

圓譽数捕口答数鮪回答数鮪電
身体８２４％２１３％６３４％ｎｓ

勉強成績６１８％１０６％５２８％ｎｓ

進路２０６％０００、２１１

部舌動７２１qｂ２１３％５２８qｂｎｓ

男女交際２０６％１０６ｑｈｌＯ６９ｂｎ

心の不安やｲ■四Ｆ■円■、■
その他 一回Ｈ…

Ｘ2検定＊.P<005,.s.､有意差なし

大きいと考えられたまた，表１６の通り，養護教諭

に相談した内容は，「友人・先輩・後輩・先生との関

係｣3.0％，次いで「身体｣２４％，「部活動｣2.1％であっ

たが，相談経験なしが93.4％だったこともあり，どの

内容も低い相談率であった．また，表１１の大学生が

養護教諭に相談できると思う項目結果と比較すると中

学生が実際に養護教諭に相談している経験は低く，年

齢によって相談できると考える内容は変わってくると

考えられた

表１７中学生の性に関する不安や悩みの解決方法別

に見た全体･男女の比較(複数回答）

全体（＝331男子(､=154女子(､-177

Ｘ2検定＊*Ｐ<001＊Ｐ<００５，．s､有意差なし

相談相手
全休(Ｆ331）

回答数
割合
(”）

男子(Ｆ１54）

回答数
割合
(”）

女子(rF177）

回答数
割合
(％）

男女の有

意差
男女全体

の有愈差

友だち

先輩･後輩

家族

担任の先生

養護教蝕

その他

雄にも相議し

ない

1７１

1６

120

８

1０

５

1０４

51.796

4.896

36.396

２４％

3-096

1.5％

31.4％

6３

７

3７

３

４

３

6３

40.9％

4.5％

24.0％

1.9％

２．６，６

1.9％

40.996

1０８

９

8３

５

６

２

４１

61.0％

5.1％

46.996

2.896

3.4％

1.1％

23.2％

中仁

、.ｓ、

や「

ｎ.ｓ

、-ｓ．

、-ｓ．

＃

拝

相談内容

全体(､=331）

回答数
割合
(％）

男子(､=154）

回答数
割合
(％）

女子(､=177）

回答数
割合
(％）

男女の有
意差

男女全体
の有意差

身体

勉強･成績

進路

部活動

友人･先輩.
後輩･先生と
の関係

男女交際

心の不安やイ

ライラ

その他

８

６

２

７

1０

２

４

２

２４％

1.8％

0.6％

2.1％

３０％

０６％

1.2％

0.6％

２

１

0

２

２

１

０

２

1.3％

0.6％

00％

1.3％

1.3％

0.6％

0.0％

1.3％

６

５

２

５

８

１

４

0

3.4％

２８％

1.1％

2.8％

4.5％

0.6％

２３％

00％

、.ｓ、

ｎs．

、.ｓ、

、.ｓ，

＊

、.ｓ、

＊

、.ｓ、

、.ｓ、

相談内容
全体(､=331）

回答数
割合

(％）

男子(､=154）

回答数
割合
(％）

女子(､=177）

回答数
割合
(％）

男女の有
意差

男女全体
の有意差

教科醤

インターネット

出会い系サイ

ﾄの利用

テレビ･ビデ

オ･ラジオ

雑誌･本･マン
ガ

専門機関

その他

誰にも相談で

きない性の悩
みはない

1４

2７

１

1６

3０

６

９

2３１

４２％

8.2％

0.3％

4.8％

9］％

１８％

2.7％

698％

９

1１

１

５

５

２

５

1１０

5.8％

7.1％

0.6％

3.2％

３２％

1.3％

3.2％

714％

５

1６

０

1１

2５

４

４

1２１

2.8％

9.0％

00％

6.2％

141％

2.3％

2.3％

684％

、.ｓ、

、.ｓ、

、.ｓ、

＊

＊＊

、.ｓ、

、.ｓ、

、.ｓ、

＊



6０ 本田優子・久野由賀・猪俣瞳

いた経験をしても「誰にも相談しない」傾向もあるた

め，養護教諭だけでなく教師や大人は日頃から子ども

とのコミュニケーションを大切にし子どもが話しや

すい雰囲気を作っていくことが必要と考えられる．

中学生において，今までに養護教諭に相談した経験

は「あり」が6.6％，「なし」が93.4％と相談経験がな

い生徒が多く，相談対象として養護教諭は認識されて

いない，もしくは，相談するほどの悩みがなかったと

考えられる．また，「あり」と回答した人は男子4.5％，

女子８５％で女子が有意（P<0.05）に多く，男子より

も女子の方が相談経験があることが明らかになった．

中学生が養護教諭に相談した内容は，「友人・先

輩・後輩・先生との関係｣３．０％，次いで「身体｣2.4％，

｢部活動｣２１％であったそして性別では，「友人，先

輩，後輩，先生との関係」と「心の不安やイライラ」

が，男子より女子が有意（P<005）に多く，これらの

項目に関して女子の方が男子よりも養護教諭への相談

が多いと考えられる

中学生において，性に関する不安や悩みがあった場

合の相談対象として，全体で最も多かったのは「友だ

ち」が51.7％と最も多く，次に「家族」36.3％と，中

学生にとって「友だち」や「家族」の果たす役割は大

きいと考えられる．

中学生が養護教諭に相談した内容は，「友人・先

輩・後輩・先生との関係｣３０％，次いで「身体｣２４％，

｢部活動」2.1％であり，全体的に性に関する悩みや不

安は養護教諭には相談しない傾向があり，大学生と異

なっていた．よって，年齢によって相談できると考え

る内容は変わってくると考えられる．

中学生において，性に関する不安や悩みの解決手段

について，全体で最も多かったのは「誰にも相談でき

ない性に関する悩みや不安はない」が69.8％，次いで

｢雑誌・本・マンガ」が9.1％，「インターネット」が

8.2％であり，全体における項目間に有意な差

(P<０．０５）が見られた．また男女を比較すると，「テ

レビ・ビデオ・ラジオ」が女子に有意（P<0.05）に多

く，「雑誌・本・マンガ」も女子に有意（P<0.01）に

多かったマスメディアからの情報が問題解決に用い

られやすく，学校教育や家庭教育で子どもが正しい情

報を判断できる能力を身につけぎせる指導が必要と言

える．さらに「専門機関」も問題解決手段として連

携を図っていくことにより，子ども達の性に関する不

安や悩みに適切な対応ができると考えられる．

また，現代においては，性教育の行い方も重要であ

ると考えられ，特に，生徒に役立つ性教育を行なって

いくためには，田代'0)が述べているように，教員の

共通理解と協力が必要と考えられるよって，養護教

諭がティームティーチング（ＴＴ）として学級での保

健の授業に入ったり，担任などと連携して，性教育を

行なうことが重要と考えられる．

4．結論

今回，大学生を対･象に性被害について，中学２年生

を対象に性に関する不安や悩みについて質問紙調査を

行い，分析した結果，以下の結果を得た

1．性被害経験者の割合は,34.6％であり，男女差はほ

とんどなかった．しかし，中学生期は，男子

（346％）より女子（65.4％）の方が有意（P<０．０５）

に性被害経験率が高かった

Ｚ性被害は「性器をわざと見せられた経験」「無理や

りお尻・胸・背中など体を触られた経験」「無理や

り抱きつかれた経験」が多く，性被害経験者の中で，

これらの性被害経験率はいずれも35.8％だった．

3．性被害を受けた時に相談しなかった経験は

1000％だったが，相談対象としては，友だち

（47.2％)，家族（24.5％）が多く，担任や養護教諭

など教諭に相談した人は7.6％であった．

４中学入学後，養護教諭に相談した経験がある中学

生は6.6％だった．性に関する悩みの相談対象とし

ては友だちが517％と最も多く，次に家族36.3％

だった．次いで誰にも相談しないという意見が

31.4％あり，担任や養護教諭など教諭に相談した生

徒は5.4％だった．

5．中学生が養護教諭に相談した内容は，「友人・先

輩・後輩・先生との関係」３．０％，次いで「身体」

2.4％，「部活動」2.1％であった．

６性に関する悩みや不安があった場合の中学生の解

決手段は，「誰にも相談できない性に関する悩みや

不安はない」が69.8％を占め最も多かった

5．おわりに

本研究は，中学生期の性被害の実態と中学生の性に

関する悩みや不安について分析し中学生に対し，養

護教諭が行なう支援を明らかにすることを目的として

行った．

本研究の限界としては，－中学校の２年生のみに調

査したという対象の狭きと大学生調査票の回収数の少

なさが挙げられる．よって，今後の課題としては，中

学生の他学年や複数校にも調査を行うことで中学生の

実態を把握し大学生調査についても，プライバシー

にざらに配慮した調査方法および回収方法を工夫する

必要があると考えられる．
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